


























































































































































































































































































































































































































































解決すべき課題 長期目標 短期目標 支援内容 担当者 どこで 支援期間
① 作業に集中しな
いときがある
作業への
集中
決められ
た範囲は
収穫する
役割を決めて、農作業にあたる。
ニンジンの根を短く切るように声掛
けする
スタッフ Ａ作業所 6か月
② 他のメンバーと
協力する
一緒に作
業に取り
組む
自分だけ
収穫や草
取りを進
めない
まわりをみながら作業し、ほかの利
用者を待つよう声掛けする
スタッフ Ａ作業所 6か月
資料：Ａ作業所個別支援計画より試作
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れてはならない。日頃から協力農家と連携をとり、そ
のようなことにならないように連携していくことが大
切である。
③について。農作業や園芸療法では、「癒しの効果が
ある」「様々な種類の作業があり、障害者の特性にあっ
た作業を選択することができる」「作業する場の雰囲気
が良くなった」などと、一定のプラスの効果が出てい
るといわれている。しかし、一方では「どのように障
害を持った方に対応すれば良いかわからない」「何か事
故が起きそうな気がするので、機械を使用してもらう
ことにためらいがある」などといった、マイナス面も
みられる。マイナス面を課題と考え、個別支援計画を
作成して、その作業が達成したかをモニタリングする
ことが、利用者支援だけではなく、技術の向上につな
げることができる。
作業レベル基準をより具体的にすることで、生活介
護事業所や、就労継続・就労移行事業所でも導入でき
るような事業所タイプ別の個別支援計画が作成できる
と考えられる。しかしながら、自施設でレストランを
持っている施設等、「出口」を確保している事例につい
て今回は調査できていないので、今後さらに調査範囲
を広げて検討を深めることが今後の課題である。
注
１） 農福連携に関する研究は、近年増えているが、事例検討
を行っている成果の代表的なものとして、濱田（2009）、
吉田（2014）をあげておく。
２） Ａ作業所では利用者をメンバー、支援者をスタッフと呼
んでいる。
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